
一般財団法人高分子研究所は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発の研究を奨励し、高分子科学の発研究を奨励し、高分子科学の発奨励し、高分子科学の発し、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発の研究を奨励し、高分子科学の発発

展にに寄与することを目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びすることを奨励し、高分子科学の発目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びとして、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発に関する研究、高分子の基礎並びする研究、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発高分子の研究を奨励し、高分子科学の発基礎並びび

に応用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２７年度には以下のに関する研究、高分子の基礎並びする研究会の開催等の事業を行っている。平成２７年度には以下のの研究を奨励し、高分子科学の発開催等の事業を行っている。平成２７年度には以下のの研究を奨励し、高分子科学の発事業を行っている。平成２７年度には以下のを奨励し、高分子科学の発行っている。平成２７年度には以下のっている。平成２７年度には以下の平成２７年度には以下のには以下のの研究を奨励し、高分子科学の発

事業を行っている。平成２７年度には以下のを奨励し、高分子科学の発計画している。している。平成２７年度には以下の

（１） 当研究所は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発研究員による高分子研究の実施による高分子研究の研究を奨励し、高分子科学の発実施

　研究員による高分子研究の実施（研究グループ代表者）代表者）

　　　青島貞人　　大阪大学の研究を奨励し、高分子科学の発大学の研究を奨励し、高分子科学の発院理学の研究を奨励し、高分子科学の発研究科高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発専攻教授

　　　　鬼塚清孝　　大阪大学の研究を奨励し、高分子科学の発大学の研究を奨励し、高分子科学の発院理学の研究を奨励し、高分子科学の発研究科高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発専攻教授

　　　　山口浩靖　　大阪大学の研究を奨励し、高分子科学の発大学の研究を奨励し、高分子科学の発院理学の研究を奨励し、高分子科学の発研究科高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発専攻教授

　　　井上正志　　大阪大学の研究を奨励し、高分子科学の発大学の研究を奨励し、高分子科学の発院理学の研究を奨励し、高分子科学の発研究科高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発専攻教授

　　　今田勝巳　　大阪大学の研究を奨励し、高分子科学の発大学の研究を奨励し、高分子科学の発院理学の研究を奨励し、高分子科学の発研究科高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発専攻教授

　　　佐藤尚弘　　大阪大学の研究を奨励し、高分子科学の発大学の研究を奨励し、高分子科学の発院理学の研究を奨励し、高分子科学の発研究科高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発専攻教授

　　　高島義徳　　大阪大学の研究を奨励し、高分子科学の発大学の研究を奨励し、高分子科学の発院理学の研究を奨励し、高分子科学の発研究科高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発専攻助教

　　　北山辰樹　　大阪大学の研究を奨励し、高分子科学の発大学の研究を奨励し、高分子科学の発院基礎工学の研究を奨励し、高分子科学の発研究科化学の研究を奨励し、高分子科学の発系専攻教授

　　　宇山　浩　　大阪大学の研究を奨励し、高分子科学の発大学の研究を奨励し、高分子科学の発院工学の研究を奨励し、高分子科学の発研究科物質化学の研究を奨励し、高分子科学の発専攻教授

　　　中川敦史　　大阪大学の研究を奨励し、高分子科学の発大学の研究を奨励し、高分子科学の発院蛋白質研究所は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発教授

　　　後藤祐児　　大阪大学の研究を奨励し、高分子科学の発大学の研究を奨励し、高分子科学の発院蛋白質研究所は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発教授

　　　栗栖源嗣　　大阪大学の研究を奨励し、高分子科学の発大学の研究を奨励し、高分子科学の発院蛋白質研究所は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発教授

（各グループ研究計画は次項以降に記載）グループ代表者）研究計画している。は次項以降に記載）に記載）

（２） 自然共生高分子セミナーの研究を奨励し、高分子科学の発開催　随時（年１０回程度には以下の）

世界中から最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。の研究を奨励し、高分子科学の発研究を奨励し、高分子科学の発行っている。平成２７年度には以下のっている高分子研究者を奨励し、高分子科学の発迎え、講演。え、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発講演。平成２７年度には以下の

一般にも公開しており、参加費無料で聴講することができる。公開しており、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発参加費無料で聴講することができる。で聴講することができる。聴講することがで聴講することができる。きる。平成２７年度には以下の

（３） 第２０回産学の研究を奨励し、高分子科学の発高分子研究会の開催等の事業を行っている。平成２７年度には以下のの研究を奨励し、高分子科学の発開催　平成２７年６月（予定）

産業を行っている。平成２７年度には以下の界から最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。高分子研究所は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発の研究を奨励し、高分子科学の発最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。の研究を奨励し、高分子科学の発お話を聴くと同時に、大学の研究者を奨励し、高分子科学の発聴くと同時に、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発大学の研究を奨励し、高分子科学の発の研究を奨励し、高分子科学の発研究者

から最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。も公開しており、参加費無料で聴講することができる。最近の研究について講演し、お互いにディスカッションをする。の研究を奨励し、高分子科学の発研究について講演し、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発お互いにディスカッションをする。いにディスカッションをする。を奨励し、高分子科学の発する。平成２７年度には以下の

一般にも公開しており、参加費無料で聴講することができる。公開している。平成２７年度には以下の

（４） 講演会の開催等の事業を行っている。平成２７年度には以下のの研究を奨励し、高分子科学の発開催　平成２８年３月（予定）

大学の研究を奨励し、高分子科学の発の研究を奨励し、高分子科学の発研究者から最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発最新の研究について講演。産学間で議論する。の研究を奨励し、高分子科学の発研究について講演。平成２７年度には以下の産学の研究を奨励し、高分子科学の発間で議論する。で聴講することができる。議論する。する。平成２７年度には以下の

一般にも公開しており、参加費無料で聴講することができる。公開している。平成２７年度には以下の



（１）様々な機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発な機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発ブロックポリマーの研究を奨励し、高分子科学の発合成及び新規合成法の開発び新の研究について講演。産学間で議論する。規合成法の研究を奨励し、高分子科学の発開発

（阪大院理）青島 貞人、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発金岡 鐘局、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発金澤 有紘

【目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び・計画している。】これまで我々は、リビングカチオン重合により刺激応答性などこれまで聴講することができる。我々な機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発リビンをする。グカチオンをする。重合により刺激応答性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発な機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発ど

の研究を奨励し、高分子科学の発様々な機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発な機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発を奨励し、高分子科学の発有するブロックポリマーを奨励し、高分子科学の発合成してきた。平成２７年度には以下の今年度には以下のは、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発最近の研究について講演し、お互いにディスカッションをする。当

研究室で見出した酸分解性の交互型セグメントやポリ乳酸のような生分解型セで聴講することができる。見出した酸分解性の交互型セグメントやポリ乳酸のような生分解型セした酸分解性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発の研究を奨励し、高分子科学の発交互いにディスカッションをする。型セグメントやポリ乳酸のような生分解型セセグメンをする。トやポリ乳酸のような生分解型セやポリ乳酸のような生分解型セポリ乳酸の研究を奨励し、高分子科学の発ような機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発生分解型セグメントやポリ乳酸のような生分解型セセ

グメンをする。トやポリ乳酸のような生分解型セを奨励し、高分子科学の発一成分とする選択的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び分解性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発を奨励し、高分子科学の発有する刺激応答性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発ブロックポリマーの研究を奨励し、高分子科学の発

精密合成を奨励し、高分子科学の発検討する。すなわち、従来の精密な合成だけでなくポリマーの切断する。平成２７年度には以下のすな機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発わち、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発従来の精密な合成だけでなくポリマーの切断の研究を奨励し、高分子科学の発精密な機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発合成だけで聴講することができる。な機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発くポリマーの研究を奨励し、高分子科学の発切断

やポリ乳酸のような生分解型セ分解も公開しており、参加費無料で聴講することができる。精緻に設計したい。また、ブロックポリマーを合成するための新しいに設計したい。平成２７年度には以下のまた、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発ブロックポリマーを奨励し、高分子科学の発合成するための研究を奨励し、高分子科学の発新の研究について講演。産学間で議論する。しい

手法として、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発モノマーの研究を奨励し、高分子科学の発反応性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発やポリ乳酸のような生分解型セ物理的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び手法によるワンをする。ショットやポリ乳酸のような生分解型セ合成法、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発ポリ

マー末端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。基の研究を奨励し、高分子科学の発選択的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び活性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発化による合成法を奨励し、高分子科学の発開発する。平成２７年度には以下のたとえば、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発前者で聴講することができる。はモノ

マーの研究を奨励し、高分子科学の発選択的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びな機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発反応を奨励し、高分子科学の発利用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２７年度には以下のしたドミノ反応やポリ乳酸のような生分解型セフッ素溶媒と有機溶媒の相分離をと有機溶媒と有機溶媒の相分離をの研究を奨励し、高分子科学の発相分離をを奨励し、高分子科学の発

利用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２７年度には以下のした重合方法、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発後者で聴講することができる。は末端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。の研究を奨励し、高分子科学の発アセタール部位やエーテル基を特異的に活やポリ乳酸のような生分解型セエーテル基を奨励し、高分子科学の発特異的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びに活

性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発化する触媒と有機溶媒の相分離をやポリ乳酸のような生分解型セ反応条件の検討によりこれまで合成できなかったブロックポリの研究を奨励し、高分子科学の発検討する。すなわち、従来の精密な合成だけでなくポリマーの切断によりこれまで聴講することができる。合成で聴講することができる。きな機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発かったブロックポリ

マーの研究を奨励し、高分子科学の発新の研究について講演。産学間で議論する。合成法を奨励し、高分子科学の発開発する。平成２７年度には以下の

（２）疎水的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び環境により創り出される金属酵素活性部位の特異な反により創り出される金属酵素活性部位の特異な反り出した酸分解性の交互型セグメントやポリ乳酸のような生分解型セされる金属酵素活性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発部位やエーテル基を特異的に活の研究を奨励し、高分子科学の発特異な機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発反

応場に関する研究に関する研究、高分子の基礎並びする研究

（阪大院理）鬼塚清孝、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発岡村高明、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発神林直哉

【目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び】これまで我々は、リビングカチオン重合により刺激応答性など高機能高分子錯体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心で聴講することができる。ある金属酵素は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発水中で聴講することができる。あっても公開しており、参加費無料で聴講することができる。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発その研究を奨励し、高分子科学の発活性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発中心

を奨励し、高分子科学の発疎水的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び環境により創り出される金属酵素活性部位の特異な反にすることで聴講することができる。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発水素結合の研究を奨励し、高分子科学の発ような機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発弱い相互作用を効果的に保ち、い相互いにディスカッションをする。作用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２７年度には以下のを奨励し、高分子科学の発効果的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びに保ち、ち、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発



活性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発な機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発準安定構造を維持している。このような疎水的環境が、基質の取り込みを奨励し、高分子科学の発維持している。このような疎水的環境が、基質の取り込みしている。平成２７年度には以下のこの研究を奨励し、高分子科学の発ような機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発疎水的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び環境により創り出される金属酵素活性部位の特異な反が、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発基質の研究を奨励し、高分子科学の発取り込みり込みみ

やポリ乳酸のような生分解型セ活性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発化を奨励し、高分子科学の発行っている。平成２７年度には以下のう特異な機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発反応場に関する研究を奨励し、高分子科学の発創り出される金属酵素活性部位の特異な反り出した酸分解性の交互型セグメントやポリ乳酸のような生分解型セしている。平成２７年度には以下の活性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発中心の研究を奨励し、高分子科学の発みを奨励し、高分子科学の発再現した低分した低分

子モデル錯体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心の研究を奨励し、高分子科学の発反応性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発は酵素に遠く及ばず、周辺の蛋白質が創り出す反応場がく及び新規合成法の開発ばず、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発周辺の蛋白質が創り出す反応場がの研究を奨励し、高分子科学の発蛋白質が創り出される金属酵素活性部位の特異な反り出した酸分解性の交互型セグメントやポリ乳酸のような生分解型セす反応場に関する研究が

重要である事は言うまでもない。本研究は、金属酵素活性部位とその周辺を緻で聴講することができる。ある事は言うまでもない。本研究は、金属酵素活性部位とその周辺を緻うまで聴講することができる。も公開しており、参加費無料で聴講することができる。な機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発い。平成２７年度には以下の本研究は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発金属酵素活性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発部位やエーテル基を特異的に活とその研究を奨励し、高分子科学の発周辺の蛋白質が創り出す反応場がを奨励し、高分子科学の発緻に設計したい。また、ブロックポリマーを合成するための新しい

密な機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発設計と合成により再現した低分し、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発反応制御機構の研究を奨励し、高分子科学の発解明を奨励し、高分子科学の発行っている。平成２７年度には以下のい、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発高機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発触媒と有機溶媒の相分離をへの研究を奨励し、高分子科学の発

展に開を奨励し、高分子科学の発目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びとしている。平成２７年度には以下の

【計画している。】これまで我々は、リビングカチオン重合により刺激応答性など次年度には以下のは、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発モリブデンをする。・タンをする。グステンをする。酵素および窒素固定を奨励し、高分子科学の発行っている。平成２７年度には以下のうニトやポリ乳酸のような生分解型セ

ロゲナーゼのモデル錯体の合成を行う。非極性溶媒への可溶化に必要な嵩高くの研究を奨励し、高分子科学の発モデル錯体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心の研究を奨励し、高分子科学の発合成を奨励し、高分子科学の発行っている。平成２７年度には以下のう。平成２７年度には以下の非極性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発溶媒と有機溶媒の相分離をへの研究を奨励し、高分子科学の発可溶化に必要である事は言うまでもない。本研究は、金属酵素活性部位とその周辺を緻な機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発嵩高く

疎水的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びな機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発ジチオラートやポリ乳酸のような生分解型セ、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発チオラートやポリ乳酸のような生分解型セ配位やエーテル基を特異的に活子については既に合成しており、モリに合成しており、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発モリ

ブデンをする。酵素モデル錯体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心については、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発幾つかの知見を得ているため、これらを発つかの研究を奨励し、高分子科学の発知見を奨励し、高分子科学の発得ているため、これらを発ているため、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発これら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。を奨励し、高分子科学の発発

展にさせる。平成２７年度には以下のニトやポリ乳酸のような生分解型セロゲナーゼのモデル錯体の合成を行う。非極性溶媒への可溶化に必要な嵩高くモデルについては、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発酵素内にあるにある FeMoコファク

ター(MMクラスター)および P-クラスターの研究を奨励し、高分子科学の発合成を奨励し、高分子科学の発行っている。平成２７年度には以下のう。平成２７年度には以下のクラスターの研究を奨励し、高分子科学の発合成には、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発

単核錯体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心から最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。組み上げていく方法と安定なみ上げていく方法と安定な機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発[4Fe-4S]Fe-4Fe-4S]S]]クラスターから最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。変換する方する方

法の研究を奨励し、高分子科学の発２つの研究を奨励し、高分子科学の発経路を検討する。を奨励し、高分子科学の発検討する。すなわち、従来の精密な合成だけでなくポリマーの切断する。平成２７年度には以下の

（３）生体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心関する研究、高分子の基礎並び連分子と合成高分子との研究を奨励し、高分子科学の発ハイブリッド化による

機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発材料で聴講することができる。創り出される金属酵素活性部位の特異な反製

（高分子機能化学の研究を奨励し、高分子科学の発研究室で見出した酸分解性の交互型セグメントやポリ乳酸のような生分解型セ）山口浩靖

【目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び】これまで我々は、リビングカチオン重合により刺激応答性など生体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心分子と合成高分子を奨励し、高分子科学の発ハイブリッド化することにより新の研究について講演。産学間で議論する。規機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発材

料で聴講することができる。・高分子触媒と有機溶媒の相分離をを奨励し、高分子科学の発開発する。平成２７年度には以下の本研究で聴講することができる。は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発酵素やポリ乳酸のような生分解型セ抗体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心な機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発どの研究を奨励し、高分子科学の発機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発タンをする。パク質

を奨励し、高分子科学の発合成高分子に導入する。その合成高分子の構成要素の種類や量、物性を可変する。平成２７年度には以下のその研究を奨励し、高分子科学の発合成高分子の研究を奨励し、高分子科学の発構成要である事は言うまでもない。本研究は、金属酵素活性部位とその周辺を緻素の研究を奨励し、高分子科学の発種類や量、物性を可変やポリ乳酸のような生分解型セ量、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発物性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発を奨励し、高分子科学の発可変

させて、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発生体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心関する研究、高分子の基礎並び連分子まわりの研究を奨励し、高分子科学の発環境により創り出される金属酵素活性部位の特異な反を奨励し、高分子科学の発制御することで聴講することができる。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発天然系で聴講することができる。は見ら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。れな機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発い



ような機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発反応制御やポリ乳酸のような生分解型セ機能化を奨励し、高分子科学の発行っている。平成２７年度には以下のう。平成２７年度には以下の

【計画している。】これまで我々は、リビングカチオン重合により刺激応答性など生体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心関する研究、高分子の基礎並び連分子には、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発補因子を奨励し、高分子科学の発有する酵素やポリ乳酸のような生分解型セ遷移金属錯体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心を奨励し、高分子科学の発結合するこ

とがで聴講することができる。きるテーラーメイドの研究を奨励し、高分子科学の発抗体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心を奨励し、高分子科学の発用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２７年度には以下のいる。平成２７年度には以下のこれら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。の研究を奨励し、高分子科学の発分子やポリ乳酸のような生分解型セ種々な機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発の研究を奨励し、高分子科学の発遷移金属錯

体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心との研究を奨励し、高分子科学の発複合体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心を奨励し、高分子科学の発合成高分子に化学の研究を奨励し、高分子科学の発的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びあるいは物理的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びに修飾・固定することによ

り、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発生体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心/合成高分子の研究を奨励し、高分子科学の発ハイブリッド材料で聴講することができる。を奨励し、高分子科学の発合成する。平成２７年度には以下の合成高分子の研究を奨励し、高分子科学の発構成モノ

マーやポリ乳酸のような生分解型セ共重合させるユニットやポリ乳酸のような生分解型セ、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発温度には以下のやポリ乳酸のような生分解型セ溶媒と有機溶媒の相分離を等の事業を行っている。平成２７年度には以下のを奨励し、高分子科学の発可変させて種々な機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発の研究を奨励し、高分子科学の発触媒と有機溶媒の相分離を反応やポリ乳酸のような生分解型セ物

性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発を奨励し、高分子科学の発モニターする。平成２７年度には以下の種々な機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発の研究を奨励し、高分子科学の発刺激に応じて発現した低分する機能が可変で聴講することができる。きるハイブリッ

ド材料で聴講することができる。の研究を奨励し、高分子科学の発創り出される金属酵素活性部位の特異な反製を奨励し、高分子科学の発行っている。平成２７年度には以下のう。平成２７年度には以下の

（４）完全ゼロ複屈折高分子の精密解析ゼのモデル錯体の合成を行う。非極性溶媒への可溶化に必要な嵩高くロ複屈折高分子の研究を奨励し、高分子科学の発精密解析

（阪大院理）井上正志、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発浦川　理

【目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び】これまで我々は、リビングカチオン重合により刺激応答性など単純な加成則に寄れば、三元系共重合体を利用すると、配向複屈折な機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発加成則に寄れば、三元系共重合体を利用すると、配向複屈折に寄れば、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発三元系共重合体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心を奨励し、高分子科学の発利用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２７年度には以下のすると、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発配向複屈折

（固有複屈折）と固体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心状態での光弾性係数が、ともにゼロとなる完全ゼロ複屈で聴講することができる。の研究を奨励し、高分子科学の発光弾性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発係数が、ともにゼロとなる完全ゼロ複屈が、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発とも公開しており、参加費無料で聴講することができる。にゼのモデル錯体の合成を行う。非極性溶媒への可溶化に必要な嵩高くロとな機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発る完全ゼロ複屈折高分子の精密解析ゼのモデル錯体の合成を行う。非極性溶媒への可溶化に必要な嵩高くロ複屈

折高分子 PZPを奨励し、高分子科学の発合成することがで聴講することができる。きる。平成２７年度には以下のこれは、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発系が理想的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び振る舞う場合である舞う場合であう場に関する研究合で聴講することができる。あ

り、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発固体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心状態での光弾性係数が、ともにゼロとなる完全ゼロ複屈で聴講することができる。の研究を奨励し、高分子科学の発副緩和など、実在系では非理想的な挙動が現れることが予測な機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発ど、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発実在系で聴講することができる。は非理想的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びな機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発挙動が現れることが予測が現した低分れることが予測

される。平成２７年度には以下の本研究で聴講することができる。は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発PZPを奨励し、高分子科学の発用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２７年度には以下のいて、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発複屈折に関する研究、高分子の基礎並びする非理想的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びな機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発挙動が現れることが予測を奨励し、高分子科学の発精査すす

る。平成２７年度には以下の

【計画している。】これまで我々は、リビングカチオン重合により刺激応答性などメタクリル酸エステル３種類や量、物性を可変を奨励し、高分子科学の発用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２７年度には以下のいて、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発理想的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び加成則に寄れば、三元系共重合体を利用すると、配向複屈折に従って PZPを奨励し、高分子科学の発

合成する。平成２７年度には以下の伸長型セグメントやポリ乳酸のような生分解型セな機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発ら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。びにずり流動が現れることが予測型セグメントやポリ乳酸のような生分解型セの研究を奨励し、高分子科学の発動が現れることが予測的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び複屈折測定装置を用いて、複屈折を奨励し、高分子科学の発用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２７年度には以下のいて、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発複屈折

の研究を奨励し、高分子科学の発緩和など、実在系では非理想的な挙動が現れることが予測挙動が現れることが予測を奨励し、高分子科学の発温度には以下のの研究を奨励し、高分子科学の発関する研究、高分子の基礎並び数が、ともにゼロとなる完全ゼロ複屈として調べる。この結果を用いて、加成則の妥当性、べる。平成２７年度には以下のこの研究を奨励し、高分子科学の発結果を奨励し、高分子科学の発用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２７年度には以下のいて、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発加成則に寄れば、三元系共重合体を利用すると、配向複屈折の研究を奨励し、高分子科学の発妥当性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発

副緩和など、実在系では非理想的な挙動が現れることが予測の研究を奨励し、高分子科学の発寄与することを目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びの研究を奨励し、高分子科学の発程度には以下の、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発固有複屈折の研究を奨励し、高分子科学の発温度には以下の依存性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発ついて調べる。この結果を用いて、加成則の妥当性、べ、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発複屈折の研究を奨励し、高分子科学の発非理想的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び

な機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発挙動が現れることが予測を奨励し、高分子科学の発明ら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。かにする。平成２７年度には以下のさら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。に、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発その研究を奨励し、高分子科学の発分子論する。的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び起源について考察する。する。平成２７年度には以下の



（５）非共有結合を奨励し、高分子科学の発用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２７年度には以下のいた超分子材料で聴講することができる。の研究を奨励し、高分子科学の発作製と

その研究を奨励し、高分子科学の発特異的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び物性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発の研究を奨励し、高分子科学の発評価

（阪大院理）髙島義徳

【目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び】これまで我々は、リビングカチオン重合により刺激応答性など生体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心材料で聴講することができる。は非共有結合を奨励し、高分子科学の発通して、様々な弾性を示し、筋肉の様に刺激して、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発様々な機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発な機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発弾性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発を奨励し、高分子科学の発示し、筋肉の様に刺激し、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発筋肉の様に刺激の研究を奨励し、高分子科学の発様に刺激

に応じて、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発伸縮挙動が現れることが予測を奨励し、高分子科学の発示し、筋肉の様に刺激すも公開しており、参加費無料で聴講することができる。の研究を奨励し、高分子科学の発も公開しており、参加費無料で聴講することができる。ある。平成２７年度には以下の人工系の研究を奨励し、高分子科学の発高分子材料で聴講することができる。においても公開しており、参加費無料で聴講することができる。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発非共

有結合を奨励し、高分子科学の発巧みに組み込むことで、これまでに無い靭性・弾性に優れた高分子材みに組み上げていく方法と安定なみ込みむことで聴講することができる。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発これまで聴講することができる。に無い靭性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発・弾性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発に優れた高分子材れた高分子材

料で聴講することができる。が生み出した酸分解性の交互型セグメントやポリ乳酸のような生分解型セせると考えた。平成２７年度には以下の本研究で聴講することができる。は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発分子認識を通した可逆的な結合の形成を奨励し、高分子科学の発通して、様々な弾性を示し、筋肉の様に刺激した可逆的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びな機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発結合の研究を奨励し、高分子科学の発形成

と解離をを奨励し、高分子科学の発利用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２７年度には以下のし、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発概念的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びにも公開しており、参加費無料で聴講することができる。新の研究について講演。産学間で議論する。しい刺激応答性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発伸縮挙動が現れることが予測、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発形状記憶性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発高靭

性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発・高弾性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発といった機能を奨励し、高分子科学の発有する超分子材料で聴講することができる。の研究を奨励し、高分子科学の発創り出される金属酵素活性部位の特異な反製に挑戦する。する。平成２７年度には以下の

【計画している。】これまで我々は、リビングカチオン重合により刺激応答性など化学の研究を奨励し、高分子科学の発架橋型セグメントやポリ乳酸のような生分解型セの研究を奨励し、高分子科学の発ゲルで聴講することができる。は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発架橋点が固定化されており、過大な応力が掛が固定化されており、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発過大な機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発応力が掛が掛

かると、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発歪を分散できず、共有結合が切断され、内部に残存歪が残る。一方でを奨励し、高分子科学の発分散できず、共有結合が切断され、内部に残存歪が残る。一方でで聴講することができる。きず、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発共有結合が切断され、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発内にある部に残存歪を分散できず、共有結合が切断され、内部に残存歪が残る。一方でが残る。平成２７年度には以下の一方で聴講することができる。

包接錯体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心を奨励し、高分子科学の発非共有結合性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発架橋点が固定化されており、過大な応力が掛として利用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２７年度には以下のすれば、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発包接錯体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心の研究を奨励し、高分子科学の発可逆的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びな機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発形成と

解離をにより、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発歪を分散できず、共有結合が切断され、内部に残存歪が残る。一方でが分散できず、共有結合が切断され、内部に残存歪が残る。一方でされ、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発靭性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発に優れた高分子材れた材料で聴講することができる。が開発で聴講することができる。きると考えた。平成２７年度には以下の平成２

７年度には以下のには、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発ビニルポリマーの研究を奨励し、高分子科学の発骨格にシクロデキストリンと疎水性ゲスト分子にシクロデキストやポリ乳酸のような生分解型セリンをする。と疎水性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発ゲストやポリ乳酸のような生分解型セ分子

を奨励し、高分子科学の発高分子側鎖に修飾した材料を作製し、自己修復性も含めた材料物性評価を行に修飾した材料で聴講することができる。を奨励し、高分子科学の発作製し、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発自己修復性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発も公開しており、参加費無料で聴講することができる。含めた材料物性評価を行めた材料で聴講することができる。物性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発評価を奨励し、高分子科学の発行っている。平成２７年度には以下の

う。平成２７年度には以下の

（６）III型セグメントやポリ乳酸のような生分解型セ輸送装置を用いて、複屈折による蛋白質輸送の研究を奨励し、高分子科学の発計測

（阪大院理）今田勝巳、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発金子文俊、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発川口辰也



【目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び】これまで我々は、リビングカチオン重合により刺激応答性などⅢ型輸送装置はべん毛形成や細菌感染において、細菌細胞内で合成さ型セグメントやポリ乳酸のような生分解型セ輸送装置を用いて、複屈折はべん毛形成や細菌感染において、細菌細胞内で合成さ毛形成やポリ乳酸のような生分解型セ細菌感染において、細菌細胞内で合成さにおいて、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発細菌細胞内にあるで聴講することができる。合成さ

れた蛋白質を奨励し、高分子科学の発細胞外へ分泌する際に働く超分子複合体である。基質蛋白質をほへ分泌する際に働く超分子複合体である。基質蛋白質をほする際に働く超分子複合体である。基質蛋白質をほに働く超分子複合体である。基質蛋白質をほく超分子複合体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心で聴講することができる。ある。平成２７年度には以下の基質蛋白質を奨励し、高分子科学の発ほ

どいて引き延ばし、細胞膜中の細いゲートを通過させて細胞外へ輸送する、いき延ばし、細胞膜中の細いゲートを通過させて細胞外へ輸送する、いばし、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発細胞膜中の研究を奨励し、高分子科学の発細いゲートやポリ乳酸のような生分解型セを奨励し、高分子科学の発通して、様々な弾性を示し、筋肉の様に刺激過させて細胞外へ分泌する際に働く超分子複合体である。基質蛋白質をほへ輸送する、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発い

わば高分子鎖に修飾した材料を作製し、自己修復性も含めた材料物性評価を行の研究を奨励し、高分子科学の発糸通して、様々な弾性を示し、筋肉の様に刺激し機能を奨励し、高分子科学の発持している。このような疎水的環境が、基質の取り込みつ。平成２７年度には以下の本研究で聴講することができる。は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発エネルギーを奨励し、高分子科学の発使って蛋白質をって蛋白質を奨励し、高分子科学の発

unfoldする機構、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発ポリペプ代表者）チド鎖に修飾した材料を作製し、自己修復性も含めた材料物性評価を行を奨励し、高分子科学の発細胞膜中の研究を奨励し、高分子科学の発細穴に通して輸送する機構の解に通して、様々な弾性を示し、筋肉の様に刺激して輸送する機構の研究を奨励し、高分子科学の発解

明を奨励し、高分子科学の発目指し、外部から操作が可能なⅢ型輸送装置の輸送測定系を構築し、外部し、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発外へ分泌する際に働く超分子複合体である。基質蛋白質をほ部から最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。操作が可能な機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発Ⅲ型輸送装置はべん毛形成や細菌感染において、細菌細胞内で合成さ型セグメントやポリ乳酸のような生分解型セ輸送装置を用いて、複屈折の研究を奨励し、高分子科学の発輸送測定系を奨励し、高分子科学の発構築し、外部し、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発外へ分泌する際に働く超分子複合体である。基質蛋白質をほ部

条件の検討によりこれまで合成できなかったブロックポリを奨励し、高分子科学の発変えて蛋白質輸送の研究を奨励し、高分子科学の発計測を奨励し、高分子科学の発行っている。平成２７年度には以下のう。平成２７年度には以下の

【計画している。】これまで我々は、リビングカチオン重合により刺激応答性などこれまで聴講することができる。に、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発細菌の研究を奨励し、高分子科学の発内にあると外へ分泌する際に働く超分子複合体である。基質蛋白質をほを奨励し、高分子科学の発逆転させた反転膜小胞を作成し、外の物させた反転させた反転膜小胞を作成し、外の物膜小胞を奨励し、高分子科学の発作成し、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発外へ分泌する際に働く超分子複合体である。基質蛋白質をほの研究を奨励し、高分子科学の発物

質を奨励し、高分子科学の発小胞内にある部へ輸送する系を奨励し、高分子科学の発作成した。平成２７年度には以下のこの研究を奨励し、高分子科学の発系に、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発外へ分泌する際に働く超分子複合体である。基質蛋白質をほ部から最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。輸送基質・輸送装

置を用いて、複屈折細胞質コンをする。ポーネンをする。トやポリ乳酸のような生分解型セ・ATP等の事業を行っている。平成２７年度には以下のを奨励し、高分子科学の発変化させた時に小胞内にあるに取り込みり込みまれる蛋白

質量を奨励し、高分子科学の発測定し、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発蛋白質輸送の研究を奨励し、高分子科学の発エネルギー源、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発各グループ研究計画は次項以降に記載）コンをする。ポーネンをする。トやポリ乳酸のような生分解型セの研究を奨励し、高分子科学の発役割を解明すを奨励し、高分子科学の発解明す

る。平成２７年度には以下のまた、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発基質蛋白質を奨励し、高分子科学の発蛍光物質で聴講することができる。ラベルし、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発定量的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び・経時的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びな機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発輸送計測を奨励し、高分子科学の発行っている。平成２７年度には以下の

う。平成２７年度には以下の

（７）疎水性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発物質を奨励し、高分子科学の発内にある包する高分子界面活性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発剤ミセルの構造特性化ミセルの研究を奨励し、高分子科学の発構造を維持している。このような疎水的環境が、基質の取り込み特性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発化

（阪大院理）佐藤尚弘、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発橋爪章仁、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発寺尾　憲

【目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び】これまで我々は、リビングカチオン重合により刺激応答性など水溶液中で聴講することができる。形成する高分子界面活性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発剤ミセルの構造特性化ミセルを奨励し、高分子科学の発、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発ナノキャリアやポリ乳酸のような生分解型セナノ

リアクタな機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発どに利用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２７年度には以下のしようという試みが盛んに行われているが、運搬物あるいみが盛んに行われているが、運搬物あるいん毛形成や細菌感染において、細菌細胞内で合成さに行っている。平成２７年度には以下のわれているが、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発運搬物あるい

は反応原料で聴講することができる。で聴講することができる。ある疎水性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発物質が高分子ミセル内にあるにどの研究を奨励し、高分子科学の発ように取り込みり込みまれている

かについての研究を奨励し、高分子科学の発知見がいまだ不足している。本研究では、疎水性物質を内包するしている。平成２７年度には以下の本研究で聴講することができる。は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発疎水性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発物質を奨励し、高分子科学の発内にある包する

両親媒と有機溶媒の相分離を性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発交互いにディスカッションをする。共重合体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心の研究を奨励し、高分子科学の発ミセルの研究を奨励し、高分子科学の発構造を維持している。このような疎水的環境が、基質の取り込み特性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発化を奨励し、高分子科学の発目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びとする。平成２７年度には以下の

【計画している。】これまで我々は、リビングカチオン重合により刺激応答性などマレインをする。酸とドデシルビニルエーテルの研究を奨励し、高分子科学の発交互いにディスカッションをする。共重合体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心に疎水性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発物質で聴講することができる。



あるドデカノールを奨励し、高分子科学の発添加した希薄水溶液中で聴講することができる。形成されるミセルについて、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発ドデ

カノールの研究を奨励し、高分子科学の発添加量および交互いにディスカッションをする。共重合体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心の研究を奨励し、高分子科学の発分子量を奨励し、高分子科学の発変えな機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発がら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発光散できず、共有結合が切断され、内部に残存歪が残る。一方で乱及び新規合成法の開発び X線

小角散できず、共有結合が切断され、内部に残存歪が残る。一方で乱（S]AXS]）の研究を奨励し、高分子科学の発測定を奨励し、高分子科学の発行っている。平成２７年度には以下のい、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発ミセルの研究を奨励し、高分子科学の発構造を維持している。このような疎水的環境が、基質の取り込み特性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発化を奨励し、高分子科学の発行っている。平成２７年度には以下のう。平成２７年度には以下のS]AXS]から最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。はミ

セル内にあるの研究を奨励し、高分子科学の発疎水性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発コア部分の研究を奨励し、高分子科学の発構造を維持している。このような疎水的環境が、基質の取り込みを奨励し、高分子科学の発、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発光散できず、共有結合が切断され、内部に残存歪が残る。一方で乱から最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。はミセル全ゼロ複屈折高分子の精密解析体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心の研究を奨励し、高分子科学の発構造を維持している。このような疎水的環境が、基質の取り込みに関する研究、高分子の基礎並びする知

見を奨励し、高分子科学の発得ているため、これらを発て、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発両者の研究を奨励し、高分子科学の発辻褄が合う高分子ミセルのモデルを提案する。が合う高分子ミセルの研究を奨励し、高分子科学の発モデルを奨励し、高分子科学の発提案する。する。平成２７年度には以下の

（８）アニオンをする。重合における停止反応の研究を奨励し、高分子科学の発制御に関する研究、高分子の基礎並びする研究

　　　　　　（基礎工学の研究を奨励し、高分子科学の発研究科）北山辰樹・西浦崇文・北浦健大・高坂泰弘

【目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び】これまで我々は、リビングカチオン重合により刺激応答性などアニオンをする。重合の研究を奨励し、高分子科学の発制御に関する研究、高分子の基礎並びする研究はリビンをする。グ重合を奨励し、高分子科学の発中心に高度には以下のな機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発発展に

を奨励し、高分子科学の発遂げ，開始反応ならびに成長反応における副反応の排除によって生成ポリげ，開始反応ならびに成長反応における副反応の排除によって生成ポリ開始反応な機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発ら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。びに成長反応における副反応の研究を奨励し、高分子科学の発排除によって生成ポリによって生成ポリ

マーの研究を奨励し、高分子科学の発構造を維持している。このような疎水的環境が、基質の取り込みを奨励し、高分子科学の発精密に制御することを奨励し、高分子科学の発可能にしてきた．リビングポリマーの特性リビンをする。グポリマーの研究を奨励し、高分子科学の発特性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発

を奨励し、高分子科学の発生かしてポリマー末端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。に新の研究について講演。産学間で議論する。たな機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発官能基を奨励し、高分子科学の発導入する。その合成高分子の構成要素の種類や量、物性を可変する停止反応の研究を奨励し、高分子科学の発開発も公開しており、参加費無料で聴講することができる。併せて重せて重

要である事は言うまでもない。本研究は、金属酵素活性部位とその周辺を緻な機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発課題である．本研究では，アクリル系モノマーの立体特異性リビングアニで聴講することができる。ある．リビングポリマーの特性本研究で聴講することができる。は，開始反応ならびに成長反応における副反応の排除によって生成ポリアクリル系モノマーの研究を奨励し、高分子科学の発立体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心特異性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発リビンをする。グアニ

オンをする。重合における効率的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びな機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発停止反応の研究を奨励し、高分子科学の発開発による末端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。反応性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発立体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心規則に寄れば、三元系共重合体を利用すると、配向複屈折性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発ポリ

マーの研究を奨励し、高分子科学の発合成を奨励し、高分子科学の発目指し、外部から操作が可能なⅢ型輸送装置の輸送測定系を構築し、外部す．リビングポリマーの特性また，開始反応ならびに成長反応における副反応の排除によって生成ポリ停止剤ミセルの構造特性化存在下のの研究を奨励し、高分子科学の発リビンをする。グ重合にも公開しており、参加費無料で聴講することができる。挑戦する。する．リビングポリマーの特性

【計画している。】これまで我々は、リビングカチオン重合により刺激応答性などメタクリル酸メチル（MMA）の研究を奨励し、高分子科学の発立体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心特異性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発リビンをする。グ重合で聴講することができる。得ているため、これらを発ら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。れるポ

リマーアニオンをする。に，開始反応ならびに成長反応における副反応の排除によって生成ポリα-ハロメチルアクリル酸エステルを奨励し、高分子科学の発反応させ，開始反応ならびに成長反応における副反応の排除によって生成ポリハロゲンをする。

の研究を奨励し、高分子科学の発脱離をを奨励し、高分子科学の発伴うう SN２’型の付加脱離反応によって末端に型セグメントやポリ乳酸のような生分解型セの研究を奨励し、高分子科学の発付加脱離を反応によって末端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。に C=C二重結合を奨励し、高分子科学の発有する立

体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心規則に寄れば、三元系共重合体を利用すると、配向複屈折性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発 PMMAを奨励し、高分子科学の発得ているため、これらを発る．リビングポリマーの特性この研究を奨励し、高分子科学の発二重結合はエステル基による活性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発化を奨励し、高分子科学の発受けることにけることに

着目し，開始反応ならびに成長反応における副反応の排除によって生成ポリチオールな機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発どの研究を奨励し、高分子科学の発 Michael付加型セグメントやポリ乳酸のような生分解型セクリック反応によるポリマー末端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。の研究を奨励し、高分子科学の発修

飾を奨励し、高分子科学の発試みが盛んに行われているが、運搬物あるいみる．リビングポリマーの特性この研究を奨励し、高分子科学の発停止反応の研究を奨励し、高分子科学の発立体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心特異性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発の研究を奨励し、高分子科学の発解析についても公開しており、参加費無料で聴講することができる。検討する。すなわち、従来の精密な合成だけでなくポリマーの切断し，開始反応ならびに成長反応における副反応の排除によって生成ポリ成長反応の研究を奨励し、高分子科学の発



立体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心特異性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発との研究を奨励し、高分子科学の発関する研究、高分子の基礎並び連を奨励し、高分子科学の発明ら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。かにする．リビングポリマーの特性

（９）相分離をを奨励し、高分子科学の発利用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２７年度には以下のした機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発モノリスの研究を奨励し、高分子科学の発開発

（阪大院工）宇山　浩、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発辻本　敬、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発長谷川　麗

【目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び】これまで我々は、リビングカチオン重合により刺激応答性など多孔材料で聴講することができる。としては、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発三次元ネットやポリ乳酸のような生分解型セワークの研究を奨励し、高分子科学の発骨格にシクロデキストリンと疎水性ゲスト分子とその研究を奨励し、高分子科学の発空隙（貫通して、様々な弾性を示し、筋肉の様に刺激孔）

が一体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心とな機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発ったモノリスが次世代型セグメントやポリ乳酸のような生分解型セ多孔材料で聴講することができる。として注目され、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発高機能材料で聴講することができる。へ応

用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２７年度には以下のされている。平成２７年度には以下の本研究はバイオ用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２７年度には以下の途を中心とした高分子のモノリス化技術の開を奨励し、高分子科学の発中心とした高分子の研究を奨励し、高分子科学の発モノリス化技術の開の研究を奨励し、高分子科学の発開

発とタンをする。パク質等の事業を行っている。平成２７年度には以下のの研究を奨励し、高分子科学の発バイオ分子の研究を奨励し、高分子科学の発分離を・精製ツールの研究を奨励し、高分子科学の発創り出される金属酵素活性部位の特異な反製を奨励し、高分子科学の発目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びとする。平成２７年度には以下の

【計画している。】これまで我々は、リビングカチオン重合により刺激応答性など本年度には以下のは耐溶剤ミセルの構造特性化性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発物理的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び強度には以下の、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発生体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心適合性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発に優れた高分子材れるセルロースに注

目し、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発セルロースモノリスの研究を奨励し、高分子科学の発作製を奨励し、高分子科学の発検討する。すなわち、従来の精密な合成だけでなくポリマーの切断する。平成２７年度には以下のセルロースには適切な機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発良溶剤ミセルの構造特性化が

無いため、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発溶解性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発に優れた高分子材れる酢酸セルロースを奨励し、高分子科学の発用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２７年度には以下のい、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発熱誘起相分離を法によりモノ

リスを奨励し、高分子科学の発作製する。平成２７年度には以下の続いて、加水分解することによりセルロースモノリスに変換いて、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発加水分解することによりセルロースモノリスに変換する方

する。平成２７年度には以下のまた、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発モノリス表面にアミノ基やポリ乳酸のような生分解型セアルデヒド基等の事業を行っている。平成２７年度には以下のの研究を奨励し、高分子科学の発官能基、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発及び新規合成法の開発び酵素、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発

抗体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心等の事業を行っている。平成２７年度には以下のの研究を奨励し、高分子科学の発タンをする。パク質を奨励し、高分子科学の発固定化し、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発バイオ用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２７年度には以下の途を中心とした高分子のモノリス化技術の開に展に開する。平成２７年度には以下の

（１０）巨大な機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発生体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心超分子複合体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心の研究を奨励し、高分子科学の発原子構造を維持している。このような疎水的環境が、基質の取り込み決定に関する研究、高分子の基礎並びする研究

（阪大蛋白研）中川敦史、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発鈴木守、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発山下の栄樹

【目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び】これまで我々は、リビングカチオン重合により刺激応答性などＸ線結晶構造解析は、蛋白質などの生体高分子やウイルスなどの巨大線結晶構造を維持している。このような疎水的環境が、基質の取り込み解析は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発蛋白質な機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発どの研究を奨励し、高分子科学の発生体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心高分子やポリ乳酸のような生分解型セウイルスな機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発どの研究を奨励し、高分子科学の発巨大

な機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発生体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心超分子複合体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心の研究を奨励し、高分子科学の発構造を維持している。このような疎水的環境が、基質の取り込み解析の研究を奨励し、高分子科学の発ための研究を奨励し、高分子科学の発強力が掛な機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発手法で聴講することができる。ある。平成２７年度には以下のSPring-8の研究を奨励し、高分子科学の発蛋白研



ビームラインをする。（BL44XU）の研究を奨励し、高分子科学の発高度には以下の化とビームラインをする。を奨励し、高分子科学の発利用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２７年度には以下のした技術の開開発を奨励し、高分子科学の発行っている。平成２７年度には以下のい、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発

その研究を奨励し、高分子科学の発成果を奨励し、高分子科学の発利用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２７年度には以下のして、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発蛋白質やポリ乳酸のような生分解型セ生体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心超分子複合体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心の研究を奨励し、高分子科学の発構造を維持している。このような疎水的環境が、基質の取り込み生物学の研究を奨励し、高分子科学の発研究を奨励し、高分子科学の発進める。める。平成２７年度には以下の

さら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。に、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発Ｘ線結晶構造解析は、蛋白質などの生体高分子やウイルスなどの巨大線自由電子レーザーを奨励し、高分子科学の発利用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２７年度には以下のしたウイルスな機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発どの研究を奨励し、高分子科学の発巨大な機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発生体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心超分子複

合体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心の研究を奨励し、高分子科学の発構造を維持している。このような疎水的環境が、基質の取り込み解析を奨励し、高分子科学の発目指し、外部から操作が可能なⅢ型輸送装置の輸送測定系を構築し、外部したコヒーレンをする。トやポリ乳酸のような生分解型セＸ線結晶構造解析は、蛋白質などの生体高分子やウイルスなどの巨大線回折イメージンをする。グ法の研究を奨励し、高分子科学の発開発を奨励し、高分子科学の発行っている。平成２７年度には以下のう。平成２７年度には以下の

【計画している。】これまで我々は、リビングカチオン重合により刺激応答性などイネ萎縮ウイルス（RDV）を奨励し、高分子科学の発中心とした二重殻球状レオウイルスおよ

びその研究を奨励し、高分子科学の発関する研究、高分子の基礎並び連蛋白質、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発分子量 10億のクロレラウイルス、薬剤排出蛋白質複合体なの研究を奨励し、高分子科学の発クロレラウイルス、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発薬剤ミセルの構造特性化排出した酸分解性の交互型セグメントやポリ乳酸のような生分解型セ蛋白質複合体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心な機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発

どを奨励し、高分子科学の発対象に、生体超分子複合体の構造解析をＸ線結晶構造解析法やＸ線自由電に、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発生体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心超分子複合体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心の研究を奨励し、高分子科学の発構造を維持している。このような疎水的環境が、基質の取り込み解析を奨励し、高分子科学の発Ｘ線結晶構造解析は、蛋白質などの生体高分子やウイルスなどの巨大線結晶構造を維持している。このような疎水的環境が、基質の取り込み解析法やポリ乳酸のような生分解型セＸ線結晶構造解析は、蛋白質などの生体高分子やウイルスなどの巨大線自由電

子レーザーを奨励し、高分子科学の発用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２７年度には以下のいた単粒子解析法を奨励し、高分子科学の発用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２７年度には以下のいて行っている。平成２７年度には以下のう。平成２７年度には以下のまた、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発その研究を奨励し、高分子科学の発目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びを奨励し、高分子科学の発達成するた

めに、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発SPring-8の研究を奨励し、高分子科学の発蛋白研ビームラインをする。（BL44XU）の研究を奨励し、高分子科学の発高度には以下の化とビームラインをする。を奨励し、高分子科学の発利

用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２７年度には以下のした技術の開開発やポリ乳酸のような生分解型セＸ線結晶構造解析は、蛋白質などの生体高分子やウイルスなどの巨大線単粒子解析法の研究を奨励し、高分子科学の発開発を奨励し、高分子科学の発進める。める。平成２７年度には以下の

（１１）蛋白質の研究を奨励し、高分子科学の発フォールディンをする。グとミスフォールディンをする。グ

　　　　　　　　　（蛋白質研究所は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発）後藤祐児、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発Lee, Young-Ho、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発宗　正智

【目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び】これまで我々は、リビングカチオン重合により刺激応答性など蛋白質はアミノ酸が一次元的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びに連な機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発った鎖に修飾した材料を作製し、自己修復性も含めた材料物性評価を行状の研究を奨励し、高分子科学の発高分子で聴講することができる。あり、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発基本的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び

には極めて水に難溶性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発で聴講することができる。ある。平成２７年度には以下の進める。化の研究を奨励し、高分子科学の発過程で聴講することができる。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発コンをする。パクトやポリ乳酸のような生分解型セな機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発立体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心構造を維持している。このような疎水的環境が、基質の取り込みにフォー

ルディンをする。グして溶解性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発を奨励し、高分子科学の発高めると共に特異的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びな機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発機能を奨励し、高分子科学の発獲得ているため、これらを発することによって、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発

蛋白質は生体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心の研究を奨励し、高分子科学の発機能物質な機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発った。平成２７年度には以下の他方、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発難溶性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発を奨励し、高分子科学の発も公開しており、参加費無料で聴講することができる。たら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。す相互いにディスカッションをする。作用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２７年度には以下のが分子間で議論する。で聴講することができる。

起きたときには、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発蛋白質は凝集し析出する。このような過程は、ミスフォールし析出した酸分解性の交互型セグメントやポリ乳酸のような生分解型セする。平成２７年度には以下のこの研究を奨励し、高分子科学の発ような機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発過程は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発ミスフォール

ディンをする。グと呼ばれるが、中でも様々な病気に関わるアミロイド線維の実体は、ばれるが、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発中で聴講することができる。も公開しており、参加費無料で聴講することができる。様々な機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発な機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発病気に関わるアミロイド線維の実体は、に関する研究、高分子の基礎並びわるアミロイド線維の研究を奨励し、高分子科学の発実体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発

変性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発蛋白質の研究を奨励し、高分子科学の発引き延ばし、細胞膜中の細いゲートを通過させて細胞外へ輸送する、いき起こす結晶性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発の研究を奨励し、高分子科学の発凝集し析出する。このような過程は、ミスフォールで聴講することができる。はな機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発いかと考えら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。れる。平成２７年度には以下の本研究で聴講することができる。は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発

高分子鎖に修飾した材料を作製し、自己修復性も含めた材料物性評価を行の研究を奨励し、高分子科学の発凝集し析出する。このような過程は、ミスフォールやポリ乳酸のような生分解型セ相転させた反転膜小胞を作成し、外の物移の研究を奨励し、高分子科学の発視点が固定化されており、過大な応力が掛から最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発アミロイド線維の研究を奨励し、高分子科学の発形成機構を奨励し、高分子科学の発明ら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。かにす



る。平成２７年度には以下の

【計画している。】これまで我々は、リビングカチオン重合により刺激応答性など蛋白質の研究を奨励し、高分子科学の発フォールディンをする。グとミスフォールディンをする。グ反応を奨励し、高分子科学の発、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発物理化学の研究を奨励し、高分子科学の発

的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び手法を奨励し、高分子科学の発用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２７年度には以下のいて研究する。平成２７年度には以下の透析アミロイドーシスの研究を奨励し、高分子科学の発原因とな機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発るβ２ミクログロ

ブリンをする。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発アルツハイマー病に関する研究、高分子の基礎並びわるアミロイドβペプ代表者）チド、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発パーキンをする。ソンをする。病に

関する研究、高分子の基礎並びわるαシヌクレインをする。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発モデル蛋白質としてニワトやポリ乳酸のような生分解型セリ卵白リゾチームな機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発どを奨励し、高分子科学の発材

料で聴講することができる。として、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発アミロイド線維やポリ乳酸のような生分解型セ不定形凝集し析出する。このような過程は、ミスフォールを奨励し、高分子科学の発区別して、それらの形成機構を研究して、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発それら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。の研究を奨励し、高分子科学の発形成機構を奨励し、高分子科学の発研究

する。平成２７年度には以下の熱量計、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発蛍光顕微鏡、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発溶液やポリ乳酸のような生分解型セ固体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心 NMRを奨励し、高分子科学の発駆使って蛋白質をして、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発原因蛋白質の研究を奨励し、高分子科学の発溶解度には以下の

やポリ乳酸のような生分解型セ過飽和など、実在系では非理想的な挙動が現れることが予測、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発相転させた反転膜小胞を作成し、外の物移に焦点が固定化されており、過大な応力が掛を奨励し、高分子科学の発当てて、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発アミロイド線維の研究を奨励し、高分子科学の発形成機構の研究を奨励し、高分子科学の発解明を奨励し、高分子科学の発目指し、外部から操作が可能なⅢ型輸送装置の輸送測定系を構築し、外部す。平成２７年度には以下の

（１２）カルシウム依存性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発レドックス蛋白質の研究を奨励し、高分子科学の発構造を維持している。このような疎水的環境が、基質の取り込み解析

（阪大蛋白研）栗栖源嗣、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発田中秀明

【目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び】これまで我々は、リビングカチオン重合により刺激応答性など酸素発生型セグメントやポリ乳酸のような生分解型セ光合成を奨励し、高分子科学の発行っている。平成２７年度には以下のう高等の事業を行っている。平成２７年度には以下の植物やポリ乳酸のような生分解型セ藻類や量、物性を可変で聴講することができる。は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発時々な機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発刻々な機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発と変化する光

環境により創り出される金属酵素活性部位の特異な反に適応するため光アンをする。テナの研究を奨励し、高分子科学の発組み上げていく方法と安定な成を奨励し、高分子科学の発調べる。この結果を用いて、加成則の妥当性、整する仕組みが存在する。最近、こする仕組み上げていく方法と安定なみが存在する。平成２７年度には以下の最近の研究について講演し、お互いにディスカッションをする。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発こ

の研究を奨励し、高分子科学の発光環境により創り出される金属酵素活性部位の特異な反適応に重要である事は言うまでもない。本研究は、金属酵素活性部位とその周辺を緻な機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発役割を解明すを奨励し、高分子科学の発担う蛋白質としてう蛋白質として Calredoxin が同定された。平成２７年度には以下の

Calredoxinは Ca2+を奨励し、高分子科学の発結合するドメインをする。と酸化還元反応を奨励し、高分子科学の発担う蛋白質としてうドメインをする。とを奨励し、高分子科学の発タンをする。

デムに持している。このような疎水的環境が、基質の取り込みち、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発Ca2+濃度には以下の依存的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びに酸化還元活性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発を奨励し、高分子科学の発発現した低分する。平成２７年度には以下の本研究で聴講することができる。は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発

Calredoxinの研究を奨励し、高分子科学の発 Ca2+依存的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びな機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発構造を維持している。このような疎水的環境が、基質の取り込み変化を奨励し、高分子科学の発捉えて、ユニークな酸化還元活性発現機えて、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発ユニークな機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発酸化還元活性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発発現した低分機

構を奨励し、高分子科学の発考察する。することを奨励し、高分子科学の発目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びとする。平成２７年度には以下の

【計画している。】これまで我々は、リビングカチオン重合により刺激応答性などCalredoxinを奨励し、高分子科学の発組み上げていく方法と安定な換する方え体である金属酵素は、水中であっても、その活性中心として発現した低分・精製し、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発単結晶構造を維持している。このような疎水的環境が、基質の取り込み解析を奨励し、高分子科学の発行っている。平成２７年度には以下のう。平成２７年度には以下の

Ca2+濃度には以下のを奨励し、高分子科学の発変化させな機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発がら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。動が現れることが予測的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び光散できず、共有結合が切断され、内部に残存歪が残る。一方で乱及び新規合成法の開発び X線小角散できず、共有結合が切断され、内部に残存歪が残る。一方で乱の研究を奨励し、高分子科学の発測定を奨励し、高分子科学の発行っている。平成２７年度には以下のい、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発Ca2+濃

度には以下の依存的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びな機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発溶液構造を維持している。このような疎水的環境が、基質の取り込みの研究を奨励し、高分子科学の発変化を奨励し、高分子科学の発捉えて、ユニークな酸化還元活性発現機える。平成２７年度には以下の単結晶構造を維持している。このような疎水的環境が、基質の取り込みと溶液構造を維持している。このような疎水的環境が、基質の取り込みとを奨励し、高分子科学の発比較検討する。すなわち、従来の精密な合成だけでなくポリマーの切断し、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発



Calredoxinの研究を奨励し、高分子科学の発新の研究について講演。産学間で議論する。規な機能性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発酸化還元活性ブロックポリマーの合成及び新規合成法の開発発現した低分モデルを奨励し、高分子科学の発提案する。する。平成２７年度には以下の


